
２８ 自由主義∑国民主義（１）
１４〜１８１５ ウィーン会議 原理》 主義 〔フランス〕 〔イギリス〕
成立 １８１５ ウィーン議定書★決定事項 １８０１ 大ブリテン＝ アイルランド連合王国

・ 同盟， 同盟結成★内容 ブルボン朝 復古王政 １８１１ 運動（機械打ち壊し）

【ルイ１８世】１４〜２４ 反動政治 〜１７
ラテン＝ アメリカ諸国の独立 〜２４ ・欽定憲法，制限選挙制

★経過，英米の対応，性格 ウィーン会議に 出席
ウ 指導者 （コロン カニングの自由主義外交
自 （ペルー １８２４ ラテン＝ アメリカの独立支持

１８２１ 【シャルル１０世】２４〜３０ 反動政治を強行
ィ 由〜２９ ギリシアの独立★経過 〜３０ 貴族，聖職者を保護

１８３０ ロンドン会議で独立承認 首相ポリニャックの反動政治 自由主義的改革
の １８３０ を占領 １８２８ の廃止★アイルランド問題

ｌ １８２９ 法
た１８３０ 七月革命とその影響 １８３０ 七月革命★経過，影響 指導者

１８３０ の独立 【ルイ＝ フィリップ】３０〜４８ 栄光の三日間 １８３２ 改正 ウイッグ党
ン め ３０〜３１ の反乱 の廃止 グレー内閣

七月王政 家 の議会進出
の イギリスの自由主義的改革 選挙制，貴族の世襲廃止 １８３３ の成立

体 《大陸諸国の産業革命始まる》 の支配する政治 １８３７ 運動
戦 《アメリカ合衆国の発展 》 〔１８３０年代 産業革命の開始・進展〕 〜４８ ・ を掲げ請願運動

労働者の 権獲得要求
制 い 社会主義の台頭 英 台頭 産業資本家 →ブルジョワ共和派【ヴィクトリア女王】３７〜１９０１

空想的社会義 仏 賃金労働者 →社会主義者

仏 政党の再編成 トーリー党・ 党

科学的社会主義 独 ウイッグ党・ 党

★特色 英 改正運動

１８４８ の発表 第二共和政 ギゾー内閣の弾圧 自由貿易主義 産業資本家の要求

１８４６ の廃止★意義

崩壊 １８４８ 二月革命★経過，性格意義 指導者 ，
１８４８ 二月革命とその影響諸国民の春 １８４８ 大統領に 当選 １８４９ の廃止

１８５１ クーデターで独裁権力掌握

ボナパルティズム
自 フランス第二帝政 第二帝政 の支持 ヴィクトリア時代 大英帝国の全盛期

【ナポレオン３世】５２〜７０ 国民投票で即位
由 世界の工場 最強の海軍

５３〜５６ 戦争
主 ５６〜６０ アロー戦争 広大な植民地

イタリアの統一 １８５９ イタリア統一戦争に参戦 《クリミア戦争以後 政策》
義

ドイツの統一 １８５７〜６７ 派兵
と 二大政党の政権交代による政党政治

南北戦争 １８６４結成 １８６１〜６７ に失敗 自由党党首
国 第１インターナショナル 保守党党首

ロシアの改革 １８６７ の成立 自治領の最初
民 １８６７ 改正

東方問題 第三共和政 に参政権
主 １８７０ 戦争に敗北。皇帝退位 １８７０ 制定 公立学校

１８７１ ドイツ帝国成立 １８７１ の臨時政府 対独講和 １８７０ 土地法の制定★背景
義 １８７１ の成立 １８７１ 制定

イギリス政治の安定と前進 ★経過， 性格， 意義

１８７５ （英） ディズレイリ 買収 独に ， 地方を割譲 １８７５ がスエズ運河株買収

英 １８７５ の成立 《イギリスが 時代に入る》

１８７７ インド帝国の成立
ドイツ統一後のビスマルクの政治 《小党分立で政情は不安定》

仏 《１８８０年代より帝国主義に入る》 ★漸進的な
フランス第三共和政 軍部の台頭 １８８４ 協会の結成 社会主義

１８８４ 改正
帝 《ヨーロッパ国際政治で孤立》対独復讐熱 に参政権

１８８６ 法案 成立せず
国 １８８９結成 １８８７ 第一回植民地会議開催

第２インターナショナル １８８７〜８９ 事件 本国，自治領，植民地
主 １８９０ 共和制の危機

独 １８９１ 同盟の成立 ★外交革命
義 米 帝国主義の時代


